
【資料５－３】

事業費納付金と国保税等の関係（令和５年度決算）

（単位：円）

Ａ納付金
Ｂ国保税調定
（現年）

Ｃ保険基盤安定
繰入金等（※）

Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

医療分 1,326,065,979 1,000,532,946 155,075,250 170,457,783

支援分 504,027,880 304,586,554 54,472,294 144,969,032

介護分 182,929,464 103,734,400 19,093,551 60,101,513

計 2,013,023,323 1,408,853,900 228,641,095 375,528,328

Ａ納付金
Ｂ’国保税収納

（現年＋滞納繰越）
Ｃ保険基盤安定
繰入金等（※）

Ａ－（Ｂ’＋Ｃ）

医療分 1,326,065,979 1,016,296,879 155,075,250 154,693,850

支援分 504,027,880 307,775,835 54,472,294 141,779,751

介護分 182,929,464 106,501,419 19,093,551 57,334,494

計 2,013,023,323 1,430,574,133 228,641,095 353,808,095

※未就学児均等割軽減繰入金含む

・納付金の対象とならない給付費（出産育児一時金・葬祭費）と保健事業費は

　原則医療分国保税で賄う必要がある。（ただし一部法定繰入や国県負担分あり）

【１人当たり】※年度平均被保険者数（医療・支援13,784人、介護4,650人）で除したもの

Ａ納付金
Ｂ国保税調定
（現年）

Ｃ保険基盤安定
繰入金等（※）

Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

医療分 96,343 72,692 11,267 12,384

支援分 36,619 22,129 3,958 10,532

介護分 39,340 22,308 4,106 12,925

計 172,302 117,130 19,330 35,842

Ａ納付金
Ｂ’国保税収納

（現年＋滞納繰越）
Ｃ保険基盤安定
繰入金等（※）

Ａ－（Ｂ’＋Ｃ）

医療分 96,343 73,837 11,267 11,239

支援分 36,619 22,361 3,958 10,301

介護分 39,340 22,904 4,106 12,330

計 172,302 119,102 19,330 33,870

※端数処理の関係で合わない場合がある


